
幕
末
維
新
の
医
学
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー
ド
イ

ン
は
一
八
六
二
年
に
長
崎
に
来
日
、
そ
の
後
大
阪
、
東
京
の
医
学
校

で
教
え
、
一
八
七
○
年
に
日
本
を
去
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
彼
の
弟
の

Ａ
・
Ｊ
・
ポ
ー
ド
イ
ン
も
一
八
五
八
年
に
長
崎
に
来
日
、
オ
ラ
ン
ダ

貿
易
会
社
代
理
人
、
オ
ラ
ン
ダ
領
事
を
兼
任
し
、
兄
Ａ
・
Ｆ
・
ポ
ー

ド
イ
ン
と
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
神
戸
、
東
京
に
転
任
し
、
兄
の
数
年
後
に

帰
国
し
た
。

こ
の
二
人
が
オ
ラ
ン
ダ
へ
持
ち
帰
っ
て
い
た
日
本
の
美
術
品
の
目

録
と
幕
末
維
新
の
日
本
の
写
真
を
最
近
オ
ラ
ン
ダ
で
発
見
し
た
の
で

報
告
す
る
。

ラ
イ
デ
ン
民
族
学
博
物
館
図
書
館
で
、
日
本
美
術
品
目
録
を
見
つ

ボ
ー
ド
ィ
ン
の
持
帰
っ
た
日
本
の

美
術
品
六
○
○
点
と
日
本
の
写
真

（
一
八
六
二
’
七
○
）
一
三
○
枚

Ｄ
２

○
石
田
純
郎
．
Ｈ
・
ポ
イ
ヶ
ル
ス

』３

Ｈ
・
Ｅ
・
ヘ
ン
ケ
ス

け
た
。
一
八
九
一
年
に
ポ
ー
ド
イ
ン
兄
弟
に
よ
り
出
版
さ
れ
た
。
こ

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
同
博
物
館
に
一
時
寄
託
さ
れ
て
い
た
が
、
大

多
数
は
再
び
持
主
に
返
さ
れ
散
逸
し
た
よ
う
で
あ
る
。
数
点
が
最
近

ま
で
同
博
物
館
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、
持
主
（
ポ
ー
ド
ィ
ン
の
子
孫
）

の
離
婚
騒
動
の
た
め
返
却
さ
れ
、
現
在
実
物
の
調
査
は
不
可
能
の
状

態
で
あ
る
。

目
録
に
よ
る
と
美
術
品
の
総
数
は
五
七
七
点
、
ほ
と
ん
ど
日
本
の

古
美
術
で
あ
る
が
、
例
外
的
に
少
数
の
中
国
・
シ
ャ
ム
等
の
品
も
含

ま
れ
て
い
る
。
美
術
品
の
詳
細
を
目
録
に
従
っ
て
見
る
と
、
金
属

（
上
薬
を
塗
っ
た
物
、
青
銅
、
花
瓶
、
金
だ
ら
い
等
）
三
二
点
、
象
牙
（
群

像
、
根
付
、
小
立
像
）
一
○
六
点
、
う
る
し
を
塗
っ
た
色
灸
な
箱
一
六

八
点
、
木
・
寄
木
細
工
二
二
点
、
楽
器
四
点
、
陶
磁
器
（
薩
摩
焼
、

九
谷
焼
、
京
都
焼
、
伊
万
里
焼
、
肥
前
焼
、
平
戸
焼
等
）
一
五
○
点
、
（
こ

の
中
に
は
高
さ
二
ｍ
四
五
皿
の
石
灯
篭
を
含
む
。
）
織
物
二
三
点
、
屏
風
、

掛
物
二
二
点
、
そ
の
他
二
九
点
、
貨
幣
（
大
判
、
小
判
、
銀
銭
、
銅
銭
）

二
○
点
、
貝
一
点
。

医
療
器
具
は
な
く
、
純
美
術
品
の
み
で
あ
る
。
カ
タ
ロ
グ
に
添
え

ら
れ
た
写
真
を
供
覧
す
る
予
定
で
あ
る
。

ボ
ー
ド
イ
ン
の
子
孫
の
家
で
幕
末
維
新
の
写
真
一
二
七
枚
を
見
つ
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け
た
。
こ
の
中
に
は
二
枚
以
上
で
構
成
さ
れ
た
。
〈
ノ
ラ
マ
写
真
が

一
○
枚
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
写
真
の
総
枚
数
は
約
一
五
○
枚
と
な

る
。
こ
の
内
二
○
枚
弱
が
他
の
写
真
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
部
と
し
て

す
で
に
日
本
で
発
表
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
他
の
写
真
は
未
発
表

で
あ
る
。

こ
の
内
で
年
代
の
確
認
さ
れ
た
も
っ
と
も
古
い
写
真
は
、
一
八
六

二
年
の
長
崎
の
ボ
ン
・
へ
、
も
っ
と
も
新
し
い
写
真
は
一
八
七
○
年
の

ボ
ー
ド
イ
ン
離
日
の
写
真
で
あ
る
。
大
多
数
は
一
八
六
四
年
前
後
の

も
の
と
思
わ
れ
る
。
鎌
倉
英
人
殺
害
事
件
（
一
八
六
四
）
、
長
州
戦
争

（
一
八
六
四
）
の
写
真
が
含
ま
れ
、
ま
た
ア
ソ
ベ
ー
ル
幕
末
日
本
図
絵

（
一
八
六
三
’
六
四
の
滞
日
記
録
、
一
八
六
八
に
発
行
）
に
使
わ
れ
て
い
る

絵
と
ま
っ
た
く
同
じ
写
真
、
酷
似
し
た
写
真
が
一
三
枚
含
ま
れ
て
お

り
、
ま
た
イ
ラ
ス
ト
レ
イ
テ
ッ
ド
・
ロ
ン
ド
ン
・
’
一
ユ
ー
ス
（
一
八

六
四
年
二
月
一
二
日
お
よ
び
一
二
月
二
四
日
号
）
に
使
わ
れ
て
い
る
絵

と
同
じ
二
枚
の
写
真
が
含
ま
れ
て
い
る
。

写
真
の
作
者
は
、
作
風
、
既
発
表
の
写
真
よ
り
判
断
し
て
、
ベ
ァ

ト
作
が
過
半
数
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
他
に
ロ
ッ
シ
ュ
、
上
野
彦

馬
系
の
写
真
も
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
写
真
家
に
個
人
的
に
撮

ら
せ
た
写
真
は
少
数
で
、
大
半
は
写
真
店
で
既
成
品
と
し
て
売
り
出

さ
れ
た
写
真
を
買
い
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

写
真
を
分
類
す
る
と
、
ポ
ー
ド
イ
ン
兄
弟
お
よ
び
医
師
た
ち
一
三

枚
、
風
俗
一
五
枚
、
人
物
一
二
枚
、
一
八
六
六
の
和
洋
折
衷
の
お
飾

り
一
枚
、
長
崎
二
七
枚
、
下
関
六
枚
、
神
戸
一
枚
、
大
阪
一
枚
、
鎌

倉
一
三
枚
、
横
浜
一
八
枚
、
江
戸
二
枚
、
不
明
の
場
所
一
九
枚
。

主
要
な
写
真
と
し
て
は
、
グ
ラ
バ
ー
邸
の
庭
の
ボ
ン
。
ヘ
を
含
む
オ

ラ
ン
ダ
人
五
名
と
日
本
人
武
士
四
名
・
神
社
の
前
の
日
本
人
医
師
集

団
・
オ
ラ
ン
ダ
人
と
芸
者
達
（
二
枚
）
・
脈
を
と
る
医
者
・
松
本
良
順
．

中
原
猶
介
（
一
八
三
二
’
一
八
六
八
）
・
フ
ァ
ン
・
ポ
ル
ス
ブ
ル
ッ
ク

（
駐
日
オ
ラ
ン
ダ
外
交
代
表
）
・
出
島
（
二
枚
）
・
長
崎
飽
の
浦
日
本
人
工

場
（
二
枚
）
・
長
崎
居
留
地
と
大
浦
天
守
堂
（
一
八
六
五
竣
工
）
・
長
崎

港
（
多
数
）
・
下
関
漁
港
（
二
枚
）
・
長
州
戦
争
（
四
枚
）
・
神
戸
和
田

岬
砲
台
・
鎌
倉
英
人
殺
害
事
件
の
犯
人
清
水
清
次
の
さ
ら
し
首
・
横

浜
外
人
墓
地
（
数
枚
）
・
横
浜
漁
村
（
二
枚
）
・
横
浜
弁
天
（
二
枚
）
・
横

浜
居
留
地
建
物
（
二
枚
）
・
江
戸
島
津
屋
敷
（
一
八
六
八
焼
失
）
（
数
枚
）
．

有
馬
邸
・
永
代
橋
・
東
禅
寺
イ
ギ
リ
ス
大
使
館
・
済
海
寺
フ
ラ
ン
ス

大
使
館
・
長
応
寺
オ
ラ
ン
ダ
領
事
館
等
。

美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
大
部
分
が
散
逸
し
た
と
は
い
え
、
こ

れ
ら
の
美
術
品
お
よ
び
写
真
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
単
に
幕
末
維
新
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の
医
学
史
の
み
な
ら
ず
、
社
会
史
、
産
業
史
、
風
俗
史
、
美
術
史
、

写
真
史
等
に
と
っ
て
も
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
考
え
ら
れ
る
。

（
叩
三
菱
水
島
病
院
医
師
別
ラ
イ
デ
ン
大
学
医
史
学
準
教
授
帥
ロ
ッ

（
叩
三
菱
水
島
病
院
医
師
ｍ

テ
ル
ダ
ム
大
学
眼
科
前
教
授
）

表
題
の
「
だ
る
ま
堂
」
は
古
く
よ
り
宮
城
県
南
地
方
の
安
産
信
仰

の
祠
と
し
て
有
名
で
あ
っ
た
が
、
明
治
初
年
五
十
嵐
汝
水
な
る
産
科

医
に
よ
っ
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
場
所
は
蔵
王
山
の
山
間
部

に
あ
り
、
長
暦
二
年
（
一
○
三
八
）
に
建
立
さ
れ
た
安
養
寺
境
内
の

杉
の
古
木
が
現
存
し
て
い
る
が
そ
の
根
元
に
所
在
す
る
。
堂
に
は
丸

い
自
然
石
と
汝
水
が
彫
っ
た
石
の
達
摩
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
そ
の
裏
山
の
小
高
い
所
に
も
中
央
に
死
を
う
が
っ
た
石
碑
と

「
愚
鈍
奄
」
と
書
い
た
墓
石
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
安
産
を
祈
る
妊
産

婦
や
一
般
女
性
の
信
仰
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

お
ぼ
こ
な
し
だ
る
ま
の
な
ま
り
お
つ
げ

校
水
お
よ
び
そ
の
著
書
で
あ
る
「
安
産
仙
翁
邦
言
教
嶮
」
に
つ
い

て
は
先
年
二
回
に
わ
た
っ
て
本
会
に
て
報
告
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
今
回
は
こ
の
堂
祠
に
つ
い
て
の
調
査
を
報
告
し
、
併
せ
て
前
記

著
書
の
復
刻
印
刷
が
完
成
し
た
の
で
こ
れ
を
展
示
し
た
い
。

宮
城
県
蔵
王
町
平
沢
の
「
だ
る
ま
堂
」

に
つ
い
て

（
仙
台
医
学
史
研
究
会
会
長
）

玉
手
英
典
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